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主 催：「高齢化を迎えた長大橋梁の診断と長寿命化に関する研究」  

プロジェクトチーム 

    （プロジェクトリーダー：関西大学 坂野昌弘） 

 

日 時：平成２５年１１月２０日（水）１３：３０～１７：３０ 

 

場 所：大阪合同庁舎第 1号館 第 1 別館 2 階 大会議室 

    〒540－8586 大阪市中央区大手町 1-5-44 

地下鉄谷町線天満橋駅 3 番出口より徒歩 2 分 

 (合同庁舎第 1 号館横をまわり第 1 別館 2 階へお越し下さい) 

 

定 員：150 名 

 

参加費：無料 

 

プログラム 

13:30～13:35 開会の挨拶         近畿地方整備局 大阪国道事務所長   瀬本浩史 

13:35～14:00 近畿の道路橋の現状と課題  近畿地方整備局道路部 道路保全企画官 先本 勉 

14:00～14:20 研究概要報告        関西大学 環境都市工学部 教授     坂野昌弘 

14:20～15:00 長大橋梁の点検調査と補修補強(一社)日本橋梁建設協会              夏秋義広 

                                          (一社)建設コンサルタンツ協会    広瀬彰則   

15:00～15:30 動的載荷試験と応力頻度計測 (一社)日本非破壊検査工業会   一ノ瀬伯子ルイザ 

15:30～15:40 （休 憩） 

15:40～16:10 FEM による漸次崩壊挙動解析  京都大学 大学院工学研究科 准教授  宇都宮智昭 

16:10～16:40 模型実験による疲労挙動の検討 関西大学 大学院理工学研究科     和田健太  

16:40～17:10 長大橋梁の維持管理方針案  関西大学 環境都市工学部 教授     坂野昌弘 

17:10～17:25 全体討議 

17:25～17:30 閉会の挨拶         京都大学 大学院工学研究科 准教授  宇都宮智昭 

  

※プログラムの内容は一部変更する場合がございます． 

当日の資料配付は行いませんので，下記URLよりダウンロードのうえ資料をご持参下さい． 

（資料は順次掲載いたします） 

 

       http://www.kkr.mlit.go.jp/road/shintoshikenkyukai/project19.html 
 

申込方法：参加ご希望の方は，申込代表者，参加者氏名(フリガナ)，所属，E-mail を明記のうえ 下記のE-mail

アドレスへお申込み下さい．奮ってご参加下さいますようお願い申し上げます． 

 

申込先：関西大学 鋼構造デザイン研究室 E-mail: peg03032@kansai-u.ac.jp 

申込期限：平成25年11月13日(水)17:00 (定員になり次第，締め切らせていただきます) 

 

そ の 他 ：本報告会では、（一社）全国土木施工管理技士会連合会のＣＰＤＳが４ユニット発行されます。 

アクセスマップ 



近畿の道路橋の現状と課題

近畿地方整備局
道路部 道路保全企画官

先本 勉

平成２５年１１月２０日

「新都市社会技術融合創造研究会」



１．道路の整備の変遷
・道路施策の変遷

２．社会資本（インフラ）を取り巻く厳しい状況

・社会資本の老朽化の現状
・長寿命化計画の取り組みの状況
・社会資本の維持管理・更新の現状
・近畿地方整備局の道路の予算及び事業

３．近畿地方整備局管内の橋梁の現況と課題

・日本の橋梁の現状
・近畿地方整備局管内の橋梁の現状
・課題と対策及び今後の方針
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１．道路施策の変遷

２



名阪国道 針ＩＣ（昭和４０年）名阪国道 天理東ＩＣ付近（昭和４０年）

第二阪神国道開通祝賀パレード
（住吉川西）（昭和３８年）

第二阪神国道安治川大橋供用
（昭和４１年）

１号 東山バイパス供用
（京都東山ＩＣ）（昭和４２年）

昭和３０年代～４０年代前半の国道

１号 瀬田川大橋開通式（昭和３４年）

３



名神高速道路開通（昭和３８年）

大阪万博開催（昭和４５年）東海道新幹線開通（昭和３９年）

１７１号 池田バイパス完成時
終点付近（昭和４５年）

東京オリンピック開催（昭和３９年）

昭和３０年代～４０年代

４



道路施策の変遷

（戦後） 1950年代 1960年代 1970年代 1990年代～現在

○地域高規格道路（93）

○渋滞対策プログラム（88）

○VICS、情報BOX開始（96）

【計画的な道路管理】

計画の策定（07）

1980年代

主
要
な
政
策

S20年代 S30年代 S40年代 S50年代 S60－H7 H7－

【広域交通基盤の構築】
○初の高速道路（名神）開通（63）

○7600kmのﾈｯﾄﾜｰｸ計画（66）
○14000kmのﾈｯﾄﾜｰｸ計画（87）

【道路の信頼性の向上】

○第１回防災総点検（63）

（飛騨川バス転落事故）

○道路橋設計基準改定（95）

（阪神・淡路大震災）

【地域づくり・まちづくり】
○第１次全国総合開発計画（62）

○地方生活圏の整備（71）
○電線類地中化開始（87）

【交通安全・福祉対策】

○交通安全五計開始（71）

○歩車共存道路

○バリアフリー法（00）

【都市圏の交通円滑化】

○連続立体交差事業創設（68）
○都市圏交通円滑化

【環境対策】

○騒音環境基準（71）○沿道法（80）

○NOｘ環境基準（78）

○京都議定書（97）

（COP３）

【高度情報化への対応】

○路車間情報ｼｽﾃﾑの

○長寿命化修繕

戦後の荒廃と泥道・砂利道の克服
近代道路行政の諸制度の構築

モータリゼーションの飛躍的進展、高度経済
成長の基盤としてのネットワークの構築

情報、環境、福祉等時代の
新たな要請への対応

○ETC開始（00）
研究開発（84）

○国道等の舗装や改良

○諸制度の構築
・現行道路法公布（52）
・道路特定財源（53）
・第１次道路整備五箇年計画（54）
・日本道路公団設立

総合対策事業（99）

道路施策の変遷

５

H２４ー

メンテ
ナンス
元年

※自動車の利用者が道路の維
持・整備費を負担する、受益者負
担の原則に基づく、かつて存在し
た日本の目的税。



６

笹子トンネル (天井板落下)事故の概要

○事故原因（複合的な原因）
・アンカーボルトの接着不足
・風圧荷重が予想以上であった
・アンカーボルトの劣化
・１２年間ボルトが未点検

【供用から３５年のトンネル】



道路メンテナンス技術小委員会の設置及び調査・検討について

７

第２回 平成２５年２月２５日開催

第４回 平成２５年１月２５日開催



社会資本メンテナンス戦略小委員会緊急提言（案）

本格的なメンテナンス時代に向けたインフラ政策の総合的な充実

８



道路構造物の今後の維持管理（案）
（道路メンテナンス技術小委員会資料 ２／２５より）

９



２．社会資本（インフラ）を取り巻く厳しい状況

１０



〔建設後50年以上経過する社会資本の割合〕

資料）国土交通省

社会資本の老朽化の現状

高度成長期に大量に整備された道路、河川、下水、港湾等について、社会資
本全体の老朽化が急速に進行することが想定される。

１１

※２ｍ以上は、約６０～７０万橋



〔施設ごとの長寿命化・老朽化対策の進捗率〕

各施設の長寿命化計画の取組状況

社会資本整備重点計画（平成２４年８月３１日閣議決定）において、長寿命化計
画策定を目標として設定し、推進しているところ。

１２



１３

近畿地方整備局の長寿命化修繕計画

■長寿命化修繕計画リスト

※近畿地方整備局ホームページに掲載

近畿地方整備局で管理している３，８８４橋（２ｍ以上）について、点検予定
及び補修予定を公表しています。



我が国では、社会資本が高度経済成長期を中心に大量に整備・蓄積され、それらに必要となる維持管理・更新
費は、着実に増大しています。このような状況を客観的に把握するため、国土交通省所管の社会資本(道路、
港湾、空港、公共賃貸住宅、下水道、都市公園、治水、海岸)を対象に、平成42年(2030年)までの維持管理・
更新費の推計を行ったところ、2023年（H35年）頃には投資可能総額が不足する結果となった。

平成17年度 国土交通白書

国土交通省所管の社会資本の維持管理・更新費の現状

※ 国が管理主体の社会資本については、2005年度(H17年度)以降対前年比マイナ
ス3％、地方が管理主体の社会資本については、対前年比マイナス5％投資 １４

※公共投資の抑制

※投資総額が不足

２００５年（H17）

２０２３年（H３５）



①中部縦貫自動車道（直轄）H28
②舞鶴若狭自動車道H26
③鳥取豊岡宮津道路
④北近畿豊岡自動車道（直轄）H28
⑤京都縦貫道路（直轄）H26
⑥新名神H28※地元協議が順調に進捗した場合

⑦湾岸線
⑧京奈和自動車道（直轄）H27
⑨近畿自動車道紀勢線（直轄）H2７

１５

①

②③
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

近畿管内の主な道路事業

近畿の主な道路事業

H28供用予定H28供用予定
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（年度）

※Ｈ２２以降は工事関係費のみ。業務取扱費を除く。

（億円）

近畿地方整備局 直轄道路事業費の推移（当初予算）

第二京阪供用第二京阪供用

１６



【維持・修繕費（千円）】
【塗替塗装施工費（千円）】

近畿地方整備局 維持修繕費の推移

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

維持修繕費

橋梁塗替塗装

水門塗替塗装

その他（構造物、光触媒等）

■公共事業の抑制から、平成１７年～維持・修繕費が減少（約６割）

■その影響が、維持管理の優先度の低い塗替え塗装や舗装にしわ寄せ

■年間塗替え必要額：約１２億 ⇒ 過去１０年の平均塗替え費：約３億（１／４に減少）

■塗替えサイクルの延伸や部分塗替え塗装に移行したため

【現状と課題】

注） １．平成 ５年～１６年の施工費は、精算調書のデータである。
２．平成１６年～２４年の施工費は、契約関係のデータである。

１７



３．近畿地方整備局管内の橋梁の現状と課題

１８



・我が国の橋梁（15ｍ以上）は約15．7万橋
・全国の道路橋における築後50年以上の割合は9％存在

10年後には28％、20年後には53％

日本の道路橋の現状

【建設年度別橋梁数】

出典：道路施設現況調査「橋梁現況調査」 ２０１０．４．１

【各道路種別における橋梁数】

日本の建設年度別橋梁数 １９



近畿地整管内の橋梁の現状（建設年次別の橋梁数）

近畿地方整備局が管理する道路橋（3,88４橋）のうち、全体の約３割
にあたる約1,100橋が、1950年代半ばから1970年代初め頃にかけて
の高度経済成長期に建設。

２０

大阪万博

花博



◆橋梁の年齢構成

近畿地方整備局管内において建設後50年を超える橋梁数の全管理橋梁数に占
める割合は、現在の28%から20年後には約66%まで急激に増加します。

橋梁架設後の経過年数内訳
（平成25年4月1日現在）

架設から50年経過する橋梁割合の推移

近畿地方整備局管内の橋梁の現状

２１

10年未満

9%

10～19年

10%

20～29年

16%

30～39年
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40～49年

23%

50年以上

28%

4% 5% 6%
10%

20%
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70%
79%
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現在(28％) 20年後(66％)



◆橋種別橋梁数

橋梁の現況（橋梁種別）

注）混合橋とは1橋に複数の橋種(PC橋/鋼橋，PC橋/RC橋など)が含まれるものをいう。

橋梁の現況（構造形式別）

注）1橋に複数の構造形式が存在するため、管理橋梁数と構造形式別橋梁数の合計は一致しない。

橋梁種別の内訳 構造形式別の内訳

近畿地方整備局管内の橋梁の現状

◆管内の主な橋梁

国道43号 伝法大橋（鋼ランガーアーチ橋）

国道29号 カラウコ大橋（単径間鋼斜張橋（箱桁））

国道27号 塩出橋（３径間連続鋼溶接方杖ラーメン橋）

国道175号 天神橋（単純鋼非合成版桁橋）

耐候性鋼材使用

２２

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

橋梁数
（橋）

延長
（ｍ）

971 101 ,516 1,358 13,315 1,340 81,686 215 83,543 3,884 280 ,059

管理橋梁　合計混合橋PC橋ＲC橋鋼橋

構造形式 床版橋 桁橋 ラーメン橋 アーチ橋 トラス橋 斜張橋

比率 51.11% 46.32% 1.60% 0.67% 0.27% 0.03%

鋼橋

971橋, 25%

ＲC橋

1,358橋 35%

PC橋

1,340橋 34%

混合橋

215橋,6%

床版橋,  51%桁橋,  46%

ラーメン橋

2%(60橋)

アーチ橋

1%(25橋)

トラス橋

0.3%(10橋) 斜張橋

0.03%(1橋)
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（橋）

年代別損傷橋梁数

A

S･B

C･M

万博開催前後に架設された橋梁を中心に、コンクリートの剥離・鉄筋露出等の損傷が生じ始めている

海岸沿いの厳しい条件下にある橋梁では、塩害※による損傷が著しいところもある

大阪万博

※海からの飛沫塩分などに含まれる塩化物イオンがコンクリート内に入ることにより、 鉄筋が腐食・膨張し、コンクリートにひびわれや剥離を生じさせる現象

・ H24年度末時点で点検済みの橋梁のうち約23％が「Ｃランク」と判定されています。

・Ｃ判定の橋梁は、部材の機能や、安全率の低下が著しいため、早期に修繕を実施する必要がある

橋梁の損傷状況

２３

S ９％
A ４％

C ２３％

B ６３％

E1 ０％

E2 ０％

M ０％

対策区分 判定の内容
Aランク 損傷が軽微で、補修を行う必要がない
Bランク 状況に応じて補修を行う必要がある
Cランク 速やかに補修を行う必要がある
Eランク 安全性の観点から、緊急対策が必要である
Mランク 維持工事で対応が必要である
Sランク 詳細調査が必要である



橋梁の損傷状況（原因）

※損傷を発見した箇所のうち、原因が明らかなものを集計。

２４

損傷の種類 内容

うき かぶり不足、コンクリート重点不足

剥離・鉄筋露出 かぶり不足

コンクリート補強材のうき 接着剤充填不足

定着部の異常 コンクリート充填不足

腐食 ケレン不良、グラウト充填不良

ジャンカ・豆板 締め固め不良

ひび割れ 養生不良

亀裂 溶接不良

■防水・排水不良が要因の損傷
・漏水・遊離石灰の発生
・コンクリートの浮き
・床版劣化の促進
・鋼材の腐食

【課題１】

防水・排水工不良

1902箇所, 27%

製作・施工不良

1913箇所, 27%品質の経年劣化, 

947箇所, 13%

塩害

800箇所, 11%

乾燥収縮・温度応力, 332

箇所, 5%

疲労, 326箇所, 5%

中性化, 304箇所, 4%

材料劣化, 300箇所, 4%

アルカリ骨

材反応

213箇所, 3%

凍害

5箇所,0.1%

その他の原因,

907箇所, 2%



1号, 38 橋, 10%

2号, 53 橋, 14%

8号, 17 橋, 5%

9号, 22 橋, 6%

21号, 14 橋, 4%

24号, 40 橋, 11%
25号, 22 橋, 6%

26号, 30 橋, 8%

27号, 4 橋, 1%

29号, 4 橋, 1%

42号, 23 橋, 6%

43号, 26 橋, 7%

161号, 21 橋, 6%

163号, 9 橋, 2%
165号, 3 橋, 1%

171号, 28 橋, 8%

175号, 15 橋, 4%

176号, 1 橋, 0%
481号, 2 橋, 1%

2号, 5 橋, 6%
8号, 4 橋, 4%

9号, 1 橋, 1%

26号, 2 橋, 2%

27号, 3 橋, 3%

28号, 4 橋, 4%

42号, 44 橋, 

48%

161号, 29 橋, 

32%

1号, 4 橋, 5%

2号, 47 橋, 

56%

8号, 5 橋, 6%

9号, 1 橋, 1%

24号, 4 橋,5%

25号, 2 橋,3%

26号, 11 橋, 

13%

27号, 1 橋,1%

28号, 2 橋,2%

29号, 1 橋,1%
42号, 1 橋,1%

43号, 3 橋,4%

171号, 1 橋, 

1%

175号, 1 橋,1%

橋梁の損傷状況（三大損傷の路線別内訳）

※損傷を発見した箇所のうち、原因が明らかなものを集計。

コンクリート中の鉄筋、PC鋼材が、塩化物
イオンの侵入により腐食することで、コンク
リートにひび割れや剥離が生じる損傷

塩 害

コンクリート中の鉄筋、PC鋼材が、塩化物
イオンの侵入により腐食することで、コンク
リートにひび割れや剥離が生じる損傷

塩 害

繰り返し加重による疲労が蓄積され、
鋼部材であれば亀裂が生じ、RC床版で
あればひび割れが生じる損傷

鋼製部材の疲労

RC床版の疲労

疲 労

繰り返し加重による疲労が蓄積され、
鋼部材であれば亀裂が生じ、RC床版で
あればひび割れが生じる損傷

鋼製部材の疲労

RC床版の疲労

疲 労

コンクリートの骨材に反応性の鉱物が含
まれていた場合、コンクリート中のアルカ
リ性の水分と反応し、骨材が異常膨張し
て亀甲状のひび割れが生じる損傷

ASR

コンクリートの骨材に反応性の鉱物が含
まれていた場合、コンクリート中のアルカ
リ性の水分と反応し、骨材が異常膨張し
て亀甲状のひび割れが生じる損傷

ASR

２５

【課題２】

・海岸部・海岸部
・凍結防止剤・凍結防止剤

塩 害(Ｃ＋Ｓ＋Ｂ) アルカリ骨材反応（Ｃ＋Ｓ＋Ｂ）

疲労（鋼部材、床版Ｃ＋Ｓ＋Ｂ）

９９橋

３７３橋鋼部材１７６橋
床版 ２６３橋

８４橋



２６

【課題１】

課題と対策及び今後の方針

★防水・排水不良が要因の損傷
・漏水・遊離石灰の発生
・コンクリートの浮き
・床版劣化の促進
・鋼材の腐食

①新都市社会技術融合創造研究会（産・学・官）
・滞水や漏水のない排水構造と排水設備の維持・更新戦略
・排水設備の機能的長寿命化に資する排水構造と架設精度
・既設橋梁の耐久性向上に資する改善手法

②塗替え塗装仕様
・素地調整の重要性→１種ケレン（ブラスト）
・部分塗替えの試行運用→支点部等腐食が発生し易い部分

③鋼橋の塗膜劣化及び腐食対策
・橋梁支点部の延命化対策（重防食塗装等）
・新設橋梁の構造的な対策（事務連絡）→桁端部及び橋台構造

★疲労亀裂
・塗膜割れ４，０２６箇所（A橋）

【課題２】
①新都市社会技術融合創造研究会（産・学・官）

・鋼橋の疲労亀裂調査の効率化に関する研究
・塗膜割れ発見後のスクリーニング方法の検討

②疲労亀裂箇所のデータベース化
・重点調査をすることで点検効率化

【課題３】
★老朽橋の更新計画

・橋歴８０年以上６９橋
①健全性評価

・健全性評価手法の検討
・橋梁点検が２巡目を迎え、健全性を評価し維持修繕計画の策定

②更新計画
・将来の高齢化に向けて準備が必要

【対策及び方針】

【対策及び方針】

【対策及び方針】



桁端部支点上の腐食

主桁ウェブ

支承

１．桁端部の腐食因子
①伸縮装置からの漏水
②土砂塵埃の堆積による湿潤状態

２．腐食の抑制対策（案）
①伸縮装置の排水構造の検討
②定期的に土砂清掃を実施

主桁下フランジの腐食

主桁ウェブ

主桁下フランジ

１．漏水の影響
床版からの漏水が主桁ウェブ面を伝わり当該箇所に
集中する為、腐食が促進される。

３．塗装作業の影響
溶接部は塗料が付きにくい箇所である為、一般部
に比べて腐食が生じやすい。

２．凍結防止剤の影響
路面に散布された凍結防止剤が漏水に伴い当該箇
所に集中する為、腐食が促進される。

【腐食】

鋼橋の腐食損傷事例

２７

ウェブ フランジ

【課題１】



２８

要 因 寄与率（％）

素地調整

（素地調整１種と２種の差）
４９．５

塗装回数

（１回塗りと２回塗りの差）
１９．１

塗料の種類

（塗装系の違い）
４．９

その他

（塗装技術、気候など）
２６．５

■塗替え塗装における素地調整の重要性

表表 塗装系と素地調整が防食性に及ぼす影響塗装系と素地調整が防食性に及ぼす影響

（出典；関西鋼構造物塗装研究会：最新－わかりやすい塗装のはなし（出典；関西鋼構造物塗装研究会：最新－わかりやすい塗装のはなし 塗る，塗る，1994.31994.3））

素地調整の重要性 「鋼橋の部分塗替え塗装に関する講習会」（平成２２年９月１６日）
講師：(財)土木研究センター 審議役 中野正則氏 講演資料より



２９１種ケレン（Rc-Ⅰ）実施箇所 ３種ケレン（Rc－Ⅲ）実施箇所

■モニタリング調査（重防食塗装後、１年経過時の発錆状況比較）

１種ケレン（ブラスト使用） ３種ケレン（動力工具使用）

■素地調整の程度の比較

発錆の兆候なし 発錆の兆候あり

塗替えと素地調整の方法塗替えと素地調整の方法 「鋼橋の部分塗替え塗装に関する講習会」（平成２２年９月１６日）
講師：(財)土木研究センター 審議役 中野正則氏 講演資料より



■補修塗装の方法■補修塗装の方法

塗り重ね部局部補修塗装（重防食）

Rc-IV塗装系

鉛系さび止めペイント１種（下塗り）

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り）

旧塗膜

可能な限り小さくする

塗膜健全部腐 食 部

１種ケレン

４種ケレン（活膜残し）

Rc-I 塗装系
（旧塗膜；Ｂ－１塗装系）（旧塗膜；Ｂ－１塗装系）

塗替え塗装仕様事例 「鋼橋の部分塗替え塗装に関する講習会」（平成２２年９月１６日）
講師：(財)土木研究センター 審議役 中野正則氏 講演資料より

３０



■鋼道路橋の部分塗替え塗装要領（案）の試行運用

部分塗替え塗装要領（案）

３１



鋼橋の塗膜劣化及び腐食対策

■橋梁支点部の延命化対策事例（重防食塗装等）

○防食下地として、金属溶射（亜鉛・アルミ溶射等）、チタン箔シートの活用

○標準塗装への追加塗装（防食・上塗等）

○支承への高性能防錆処理の活用

■新設橋梁の構造的な対策

○橋梁支点部の延命化対策については「橋梁新設時における橋梁支点部の

延命化対策の実施について（事務連絡）平成２１年３月３１日付」で通知,

 

排水管 

支承台座 

(約150㎜) 

排水溝 

排水勾配 

作業空間の確保 

(750㎜以上) 

主桁 

橋台 

切欠き 

非排水型の伸縮装置 

(i=2～3%) 

重防食塗装 

①伸縮装置からの漏水防止対策
○非排水型の伸縮装置を採用

②橋座面の耐水防止対策
○橋座部には排水勾配を設置
○排水溝と配水管を設置

③桁端部の湿潤防止対策
○支承台座を高くとり、漏水の排水性・通風性を向上させる

④維持管理の作業空間対策
○パラペットと桁端部との空間を確保し、支承交換作業等の

作業性を向上させる
⑤予防保全対策

○桁端部の塗装仕様を重防食塗装とし、鋼材の耐食性を向
上させる

【 設計時に考慮すべき事項】

①

②

③

④

⑤

３２



疲労亀裂【課題２】

塗膜割れの状況

磁粉探傷（MT）による調査

ストップホールによる応急対策

当て板による恒久対策 ３３



老朽橋の健全性評価【課題３】

武庫大橋の全景（H１８土木学会選奨土木遺産）

単純RCT桁（６連）＋６径間連続RCアーチ橋＋単純RCT桁（３連）

橋梁ドクター11人による健全度診断

【診断結果】
○この形式の橋梁は非常に高い

耐荷力を有している。
○思ったより健全性が高い。
○ただし、予防保全は必要。
○特に、水対策が重要。

３４
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Corrosion Investigation for the Yodogawa Bridge

   * ** *** ****

Yosihiro NATSUAKI Kannshirou MASUDA Yuzuru KOHNO  Masahiro SAKANO
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ABSTRACT A series of studies and investigations were carried out with the objective of 
obtaining information concerning the evaluation and diagnosis of structural health conditions 
of aging bridges. Site measurements and inspection were carried out on an 85 years old truss 
bridge, at locations potentially prone to fatigue cracks, such as members repaired by steel 
plates welded to the original cross section. The present report focuses on corrosion, considering 
surface salinity distribution on the structural members.

Key words: 
    Corrosion, health diagnosis, non-destructive testing, surface salinity, truss bridge

*    ( ) ( 550-0005 1-8-2 5 )
**    536-0004 -12-35
***     ( ) 101-0047 2-8-1 3F
****   564-8680 3-3-35 2

1

1.

) (

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 P11

P12 P14P13 P17P15 P16 P18

P21P20 P22 P24P23 P25P19 P26 P27 P28 P29 A2

20
82

8

21336

12

10@21945.6 = 219456 22098

6

6@32918 = 197508

12

22098 2133610@21945.6 = 219456

723288

報告

- 1 -

okazawa
テキストボックス
資料３－１

okazawa
長方形



Proceedings  of  Constructional  Steel
Vol.19（ November  2011）

652

鋼構造年次論文報告集

第19巻（ 2011年11月）

 

 

 

 
 

  

 

2
3 1  

 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 4
2

5
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  
 

2  

3  

2  

5  

4  

- 2 -

okazawa
長方形



鋼構造年次論文報告集

第19巻（ 2011年11月）

653

Proceedings  of  Constructional  Steel
Vol.19（ November  2011）

35

6,292mg/m2

1,116mg/m2

49.8 mg/m2

3
6,000

mg/m2 20

2 ,

S
t

) 0 1999   ( )

- 3 -

okazawa
長方形



Proceedings  of  Constructional  Steel
Vol.19（ November  2011）

654

鋼構造年次論文報告集

第19巻（ 2011年11月）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

4 4 11  

mm

 

10.4mm
11  

3 4mm
12 2.8mm

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     4  

    6  

4  

22
2009.8  

3  

 

   5  

- 4 -

okazawa
長方形



鋼構造年次論文報告集

第19巻（ 2011年11月）

655

Proceedings  of  Constructional  Steel
Vol.19（ November  2011）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7  

10  

9  

8  

11  

 

 

9.4 

10.3 

8.7 

3.6 

7.2 

7.6 

7.2 

10.4 

 

mm   

mm  

22
2009.8  

12  

 

- 5 -

okazawa
長方形



Proceedings  of  Constructional  Steel
Vol.19（ November  2011）

656

鋼構造年次論文報告集

第19巻（ 2011年11月）

3 12

4.5km
5.5km

4mm 20

1)
66

CS7 004 2011.9
2)

66
CS7 005 2011.9

3)
66

CS7 006 2011.9
4) Ichinose

66
CS7 007 2011.9

5)
66

CS7 008 2011.9
6) 

22 pp.43-45
2009.8

( mm)

13.0 13.9mm

Min 8.3mm

( )

8.3 8.9
9.0 9.9

10.0
10 911.0 11.9

12.0
12 9

D8V9

D9

13

4 ( )

- 6 -

okazawa
長方形



鋼構造年次論文報告集

第19巻（ 2011年11月）

657

Proceedings  of  Constructional  Steel
Vol.19（ November  2011）

Non-destructive Tests and Chemical Composition Analysis for Repaired Welds of the Yodogawa Bridge

    * ** ***         ****

Yuzuru KOHNO   Kannshirou MASUDA Yosihiro NATSUAKI   Masahiro SAKANO

85

1

ABSTRACT  A series of studies and investigations were carried out with the objective of 
obtaining information concerning the evaluation and diagnosis of structural health conditions of 
aging bridges. Site measurements and inspection were carried out on an 85 years old truss bridge, 
at locations potentially prone to fatigue cracks, such as members repaired by steel plates welded 
to the original cross section. The present report focuses on the non-destructive test and chemical 
composition analysis carried out on welded areas of the repaired members.

Key words: 
Crack, non-destructive testing, X-ray, magnetic particle testing, chemical composition analysis
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Non-destructive Tests Applied during Repair Works of the Yodogawa Bridge  

Kazuya MORIMOTO     Yuzuru KOHNO     Kanshirou MASUDA     Masahiro SAKANO 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

ABSTRACT  A series of studies and site investigations were carried out on an 85 years old truss 
bridge with the objective of obtaining information concerning its structural health conditions. 
During inspections carried out in the former year, internal flaws and defects were found in 
members repaired in the past. The present studies reports on the additional non-destructive tests 
carried out on these members to find out details of the internal flaws. X-ray was applied to define 
the geometric shape of the flaw and evaluate the cross-sectional reduction rate. In order to verify 
the propagation of the flaws magnetic particle tests were carried out. In addition, macro and micro 
structure analysis were also carried out to verify details of the flaws. 
 

 
  Crack, non-destructive testing, magnetic particle testing, macro micro structure examination. 
       X-ray analysis 
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Design Project on Maintenance for a Long span Aging Truss Bridge 
 

*  ** *** 
 Akinori HIROSE  Kanshiro MASUDA Masahiro SAKANO 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ABSTRUCT The design project on maintenance for long span aging truss bridges 
is described. The pacific war or several factor, lost a part of member on any span, the 
bridge had been in need of its strength, however, a steel member in about 85 years ago 
is not good to weld, reinforce plates were welded at the failure part. Since it was 
discovered that there is a part which is not penetration welded to the reinforcement 
part by the past welding by a non-destructive test besides X-ray photography, 
reinforcing with Steel Plates and High Tension Bolts, and Core opening of the place 
for verifying a non-destructive test result was carried out after reinforcement. 
 
Keywords:   

       Long span truss bridge, section not penetration welded, Core opening  
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Dynamic Loading Test and Stress Measurements for the Yodogawa Bridge

   * ** ***   ****

Luiza H. ICHINOSE   Kannshirou MASUDA   Yosihiro NATSUAKI Masahiro SAKANO
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ABSTRACT A series of studies and investigations were carried out with the objective of 
obtaining information concerning the evaluation and diagnosis of structural health 
conditions of aging bridges. Site measurements and inspections were carried out on an 85
years old truss bridge, at locations potentially prone to fatigue cracks, such as members 
repaired by steel plates welded to the original cross section. The present report focuses on 
the dynamic loading test and stress measurement under traffic load. Considerations on 
fatigue life were also made.

Keywords: 
        Dynamic loading test, stress measurement, fatigue, truss bridge 
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Dynamic Loading Tests Carried out After Repair Works of the Yodogawa Bridge  

   Luiza H. ICHINOSE   Yosihiro NATSUAKI Kanshirou MASUDA    Masahiro SAKANO 
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ABSTRACT  As a result from a series of site measurements and inspections carried out 
with the objective of evaluating the structural health on an 85 years old truss bridge, repair 
works were executed at locations having inadequate structural details, defective welding or 
cracks. To verify the effectiveness of the repair works, dynamic loading test and stress 
measurement under traffic load were carried out. The results of the measurements were 
compared to that obtained in the former year, before the execution of the repair works. 
Considerations on fatigue life were also made. 
 
Keywords:  
   Dynamic loading test, stress measurement, fatigue life, truss bridge  
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Stress Measurements on Transverse Beams and Longitudinal Beams End of the Yodogawa Bridge   
 
        

   Luiza H. ICHINOSE   Yosihiro NATSUAKI Kanshirou MASUDA    Masahiro SAKANO 
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ABSTRACT  As a result from a series of site measurements and inspections carried out 
with the objective of evaluating the structural health on an 85 years old truss bridge, repair 
works were executed at locations having inadequate structural details, defective welding or 
cracks. After detailed inspections at the longitudinal-to-transverse beam connections, 
dynamic loading test and stress measurement under traffic load were carried out to 
investigate the structural behavior of the transverse beams and longitudinal beam ends. 
Considerations on fatigue life were also made. 
 
Keywords:  

Dynamic loading test, stress measurement, fatigue life, longitudinal-to-transverse 
beam connection, truss bridge  
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Modeling and Progressive Failure Behavior Analysis of an Aging Truss Bridge 
 

 
Yuki NISHIMURA Tomoaki UTSUNOMIYA Masahiro SAKANO Akinori HIROSE Kanshiro MASUDA 

 
 

 
ABSTRACT  This research is a part of a research project on maintenance for a long span aging 
truss bridge. The project focuses on Yodogawa Bridge. In this research, several FEM models of the 
bridge are compared with the dynamic loading test’s result and progressive failure analysis are 
simulated. From some progressive failure behavior analyses in this research, it is found that when 
all members of the bridge have strength as same as SS400 or more than its half, the failure of 
certain part did not lead to entire collapse. 
 
Keywords:  

bridge’s lifespan extension , long span truss bridge, failure behavior analysis 
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1 

 維持管理方針案の策定 

(1) 維持管理上の課題の整理 

 

これまでの検討結果から、橋梁全体の劣化シ 

ナリオを作成し、維持管理上の課題を明確にし 

た。 

 

1 

(2) 対策案の検討 

 

上記の維持管理上の課題に対して、橋梁全体 

の架け替えや、部分的な部材交換、損傷部の 

補修補強、予防保全などに関する対策案を提 

案した。 

 

2 



2013/11/20 

2 

(3) 維持管理方針案の策定 

 

以上の検討結果から、100年以上の目標年数 

を設定し、維持管理方針案を策定した。 

 

3 

淀川大橋維持管理方針案(目次) 

１．維持管理上の課題（劣化シナリオ） 

２．疲労損傷等に対する対策案 

３．維持管理方針（点検） 

４．維持管理方針（対策） 

５．維持管理方針の見直し 

６．他の橋梁への展開 

4 
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淀川大橋維持管理方針案(概要) 

１．維持管理上の課題（劣化シナリオ） 

  （１）腐食～塩害、漏水、滞水 

  （２）疲労 

    １）主構トラス部材破断シナリオ 

    ２）横桁破断シナリオ 

    ３）縦桁破断シナリオ 

  （３）その他（鋼桁橋部、床版、添架物等） 

5 

２．疲労損傷等に対する対策案 

  （１）架替え（更新）～単独橋、数百億、12年 

  （２）部分的な架替え（部材交換） 

  （３）補修・補強（トラス橋部） 

  （４）事後保全と予防保全 

 

  （１）：（２）＋（３）＝８００：１ （足場費含む） 

6 
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３．維持管理方針（点検） 

  （１）定期点検～６年周期 

  （２）塗装塗替え時～２０数年周期？ 

４．維持管理方針（対策） 

  （１）基本方針～補修溶接は×！ 

  （２）対象個所と対策 

    １）トラス主構、２）横桁、３）縦桁、４）鋼桁部、５）その他 

 
7 

５．維持管理方針の見直し 

  （１）維持管理目標期間～１００年以上！ 

  （２）定期点検周期ごとの部分的な見直し 

  （３）塗替え周期ごとの全体的な見直し 

 

 

8 
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5 

６．他の橋梁への展開 

  （１）対象橋梁 

  （２）維持管理方針案の策定 

    ①事前調査 

     ②一次調査（定期点検） 

     ③二次調査（詳細点検） 

     ④維持管理上の課題の整理 

     ⑤対策の検討 

     ⑥維持管理方針の策定 
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